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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ•ワークスてーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Express 5800シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添付されている 「RAID EzAssist コンフィグ 
レーシヨンユーティリティ」は、 Express 5800シリーズの基本処理装置に Mylex ディスクアレイ〕 
ント□-ラ似降「アレイコント□-ラ」または r コント□-ラ」と呼ぶ）を増設した場合、あるいは 
八ードディスクを増設した場合には、ディスクアレイコント□-ラに接続したディスクを利用可能 
な状態にするために、ディスクアレイの構成の新規設定または設定変更を行う必要があります。 

本書では、これらの設をに使用する〕ンフィグレーシヨンユーティリティ （RAID EzAssist ) の操作 
方まじついて説明します。 

Express シリーズ本体の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読 
みになり、これらのユーティリティを正しくお使いになるようにお願い申し上げます。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□末を示します。 


a ユーティリティや装置を取り扱う上で守5なければな5ない事柄や特にま意をずべき点 
を示します。 

国马 _ 



チェック 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 



ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付の r ソフトウェアのご使用条件」を 
お読みになり、その内容についてご磕認ならびじご承諾<ださい。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」じ記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

Express 5800『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ユーテイ y テイについて 


通常、ディスクアレイシステムは、 EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップじてセットアッ 
プし、おもじ Global Array Manager にて管理•保守します。本ユーティリティは、次のような限 
られた場面でのみ使用します。 

• シームレスセットアップでは設定できないような複雑なシステムを設をするとき 

• シームレスセツトアップでバックアップしたディスクアレイコンフィグレーション情報をリス 
トアするとき 


• オペレーティングシステムが起動しないような致命的な障害が発生したとき 



2 使用ずる前に 


RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティを使用する前にお読みください。 


2.1 ほ用上のを意 


RAID EzAssist は、ディスクアレイコント□-ラに接続された八ードディスクの RAID 環境を設定 
するユーティリティです。ユーティリティ自体はディスクアレイコント□-ラ本体の Flash ROM 
内に格納されており、基本処理装置の POST 画面上でホ、ソト羊一を押すことで起動できます。 

ディスクアレイコント□ー ラを Express シリーズ基本処理装置で使用する場合、まず最初に基本処 
理装置の運用条件を考慮した最適な RAID レベルを選をし、 RAID EzAssist を使用して RAID 環境を 
構築します。 

RAID EzAssist による RAID 環境の構築を行う前に、次のことを磕認してください。 

• 基本処理装置にディスクアレイコント□ーラが実装されていること 
• 使用する八ードディスクと SCSI ケーブルが正しく接続されていること 
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2.2 RAID 摄境構築に必要な基礎知識 


ここでは RAID 環境を構築するために必要な基礎知識について説明します。 


パック (Pack) 

複数の八ードディスクのグループを表し 、 Logical Drive を設定するためのもととなるものです。 
RAID EzAssist では Disk Array ( A 0, A 1... An ) と表示され、チャンネルにまたがってパックを構成 
することができます。また、1つのパックを構成する八ードディスクは最大で8台または16台であ 
り、ディスクアレイコント□ーラの種類によって異なります。詳しくは、ディスクアレイコント 
□ー ラに添付の取扱説明書をご磕認ください。 

次の図はディスクアレイコント□ーラに八ードディスク3台で構成されるパック、八ードディスク 
6台で構成されるパック、および八ードディスク2台で構成されるパックを設定した例です。 


ディスクアレイ 
コント□-ラ 



図 1 . パック 


Logical Drive 

パック内に作成される仮想的なドライブで、 0 S から物理ディスクとして認識されます。 
1つのディスクアレイコント□-ラ当たり最大32個の Logical Drive を設定できます。 


Logical Drive ステータス 

• ONLINE 

Logical Drive を構成するすべての八ードディスクが正常な状態。 

• CRITICAL 

RAID 1、 5の Logical Drive を構成する八ードディスクのうち、1台が 「 online 」 じ(外となった 
状態。 


RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティ 3 




















































• OFFLINE 

- RAIDO の Logical Drive を構成する八ードディスクのうち 1 台じ(上が 「 onlineJW 外となった 
状態。 

- RAID 1、 5の Logical Drive を構成する八ードディスクのうち2台 U 上が 「 onlme 」 
じ(外となった状態。 offline 状態はデータ処理を行うことができません。 


RAIDCRedundant Array of Inexpensive Disks) 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクを複数まとめて扱う技術のことを意 
□ホします。 

つまり RAID とは複数の八ードディスクを1つのディスクアレイとして構成し、これらを効率よく 
運用することです。これにより単体の大容量八ードディスクより高いパフォーマンスを得ることが 
できます。 


ディスクアレイに構成されると、ホストコンピュータからは、複数の八ードディスクが1つの八一 
ドディスクとして認識されます。また、ディスクへのアクセスは、ディスクアレイを構成している 
複数の八ードディスクに対して並行に行われます。このため、八ードディスクの故障時にデータの 
冗長性を持たせることができます。 

RAID には、その冗長方式の違いにより、いくつかの種類があり、これを 「 RAID レベル」と呼び、 
例えば、 RAID レベル5の場合、 「 RAIDS 」 と記述します。 

RAID EzAssist では、 RAIDO 、 1、0+1、5、」巨 OD を構成可能ですが、 Express シリーズとして 
サポートしているのは 、 RAID 0,1,5および0+1のみですので、これ W 外の RAID レベルでの運用 
は行わないでください。 Express シリーズでサポートしている4種類の RAID レベルの特徴は U 下の 
とおりです。 


• RAID0 

データのストライピング。データの読み書きが高速であるが、データの冗長性はない。2台 
W 上の八ードディスクで構成し、記憶容量は構成する八ードディスクの総容量に等しい。 

• RAID1 

八ードディスクのミラーリング。2台の八ードディスクで構成し、その内1台のハードディスク 
故障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は八ードディスク1台分となる。 

• RAID 0+1 

データのストライピング十ミラーリング。3台]: i 上の八ードディスクで構成し、その内1台の 
八ードディスク故障に対し冗長性があり、復旧が可能。記憶容量は構成する八ードディスク総 
容量の1/2となる。 

• RAID 己 

データおよび冗長データ（パリティ）のストライピング。3台]: i 上の八ードディスクで構成し、 
その内1台の八ードディスク故障に対し冗長性があり、復旧が可能。記'憶容量は構成する八一 
ドディスク数から1台分引いた数となる。 
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スパン 

複数のパックにまたがって Logical Drive を設定することを意□ホします (6.1.2 章参照）。 

スパンは、同じ台数の八ードディスクで構成されているパックが連続して配列されている場合に巧 
能となります。1つの Logical Drive は最大4つのパックにまたがってスパンすることができます。 


パック 1 

I 

I I I 

I 


RAID5 : 

実容量： 4GB 


パック 2 

I 

I I I 

I 


RAID5 : 

実容量： 8GB 


パック内に 
Logical Drive は 
1つとすると 


スパン 



Logical Drive 0 
12GB 


図 2 . スパン 


ストライピング 

ひとまとまりのデータを分割して、複数の八ードディスクにまたがってデータを書き) A む機能を意 
□ホします。 


ストライピングサイズ 

ストライピングを行う際のデータ分割単位を意□ホします。 


ハードディスク 

ユーティ リティでは Physical Device と表示されます。 


八ードディスクステータス 

八ードディスクの状態には W 下のものがあります。 

• Unconfigured 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、パックに構成されていない状態。 

• Online 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、パックの一員としてを義されている状態。 
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参 Spare 

パワーオン状態で正常に動作可能であり、スペアディスクとしてを義されている状態。 

• Offline 

故障等で、コント□ーラによりパックの構成から切り離された状態。 


U ビルド 

故障ディスクのデータ再構築のことをいいます。リビルドにはスタンバイリビルド、オートマチ、ソ 
クリビルド、マニュアルリビルドの3つのタイプがあります。 


• スタンバイリビルド 

システム運用中に八ードディスクじ何らかの障害が発生した場合に、オペレータの介入なしに 
ディスクアレイコント□ーラによって自動的に行われるリビルドのことをいいます。 
スタンバイリビルドを動作させるためには、同ーディスクアレイコント□ーラに故障ディスク 
と同容量じ(上のディスクを接続し、スタンバイディスクとして設をしておくことが必要です。 
スタンパイリビルドが動作すると、パック構成が自動的に変更されます。 


スタンパイリビルドび行われた場台は、必ずコンフイグレーシヨン情報のノいックアツプを取り直し 
て < ださい。 


• オート7チックリビルド 

スペアディスクが設定されていない場合に、故障した八ードディスクを正常な八ードディスク 
と交換することにより、自動的に開始されるリビルドのことをいいます。 

• 7ニュアルリビルド 

故障した八ードディスクを正常な八ードディスクに交換した後、オペレータが RAID EzAssist 
にて実行するリビルドのことをいいます(8.3.6.1章参照)。 

通常はスタンパイリビルドかオートマチックリビルドが動作しますので、マニュアルリビルド 
を実行する必要はありません。 


スペアディスク 

パックを構成する八ードディスクに障害が発生した場合に、スタンバイリビルドじよって自動的に 
リビルドを行うために設定しておく予備の八ードディスクです (8.3.4. 1章参照)。 

障害が発生したハードディスクよりスペアディスクの容量が少ない場合、スタンバイリビルドは動 
119 作しません。 

ヒント 
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ライト丰ヤツシュ 


• Write Thru 

キャッシュライトの際に八ードディスクへのデータの書き込みも行う制御方式です。ソフト 
ウェアは、八ードディスクへの書き込み処理を終了するのを待ってから次の処理に移るため、 
-般的に WriteBack よりアクセス性能は劣ります。しかし、ソフトウェアからの書き A み要求 
が即時に八ードディスクじ反映されるため、電源瞬断などの不慮の事故が発生してもデータを 
損失する危険性が少ないという利点があります。 


• Write Back 

キャッシュライトの際に八ードディスクのデータの書き込みを後で行う制御方式です。羊ャッ 
シュにデータが書き a まれた時点でソフトウエア側に完了通巧が発行されるため、八ードディ 
スクへの書き a み処理が完了するのを待たずにソフトウエア側は次の処理を継続することがで 
きます。一般的に Write Thru よりアクセス性能が向上しますが、電源瞬断などの不慮の事故が 
発生した際に车ャッシュの内容が八ードディスク上に反映されない場合があり、データを損失 
する危険性があります。 


イニシャライズ 

パックおよび Logical Drive を構成しただけの状態では、 RAID としてのデータの整合性がとれてい 
ません。イニシャライズ (82.4.2 章参照)を実施することにより、 RAID としてのデータの整合性が 
とられます。 


すでに運用中の Logical Drive に巧しイニシャライズを実行した場合、データびすべて消去されて 
しまいまずのでごを意ください。 


バックグラウンドイニシャライズ 

ディスクアレイコント□ーラはパックおよび Logical Drive を構成した後、直ちに 0 S のインス I -一 
ルなどができるバックグランドイニシャライズ機能を持っています。この機能により 、 RAID 
EzAssist によるイニシャライズは不要となり、 RAID 構成作業を短時間で行うことができます。 


2.3 コンフイグレーシヨン情報の管埋 


誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合や、万一にディスクアレイコント□ーラ 
故障等によるコンフィグレーション情報の破壊のために、新規に RAID 構成を行った場合または 
RAID 構成の変更を行った場合は、必ずコンフィグレーション情報のバックアップを行ってくださ 
い （10.2 章参照）。また、スタンバイリビルド等によってコンフィグレーションが変更された場合 
にも、コンフィグレーション情報のバックアップを行ってださい。コンフィグレーション情報はフ 
□、ソピーディスクにバックアップします。あらかじめ 1.44 M 巨でフォーマツトした空きフ□、ソピー 
ディスクをご用意ください。 
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3 コンフイグレーシヨンの手順 


本章ではコンフィグレーション設定の手順を説明します。 


3.1 コンフイグレーシヨンを新規に設定する場合 


初めて RAID EzAssist を使用してコンフィグレーションを設定する場合の手順を示します。 


a コント□—ラのパラメータの確認およびコンフイグレーシヨンのバックアップは必ず行ってくださ 
い。 


1.RAID EzAssist のスタート（日章参照） | 



2. Configure RAID Drive (6 章参照） | 



3. View or Modify Controller Configuration (7 章参照 ） | 


ここで、必ずコント □ ーラの確認を巧ってください。 

4. Initials 

こ e Drive (8.2.42 章参照、） | 



Logical Drive の初期化を巧います。 

日 . Backup Configuration (10.2 章参照） | 


ここで、必ずコンフイグレーシヨンのバックアップを 
巧ってください。 

6. RAID EzAssist の終了 （ 11 章参照） j 
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3.2 八ードディスク装置の追加を巧う方法 


八ードディスクの追力□は、パックを追力□する場合、スペアディスクを追力□する場合、および Add 
Capacity を実施する場合の3通りがあります。 


3.2.1 パックを追加する場合 



• コント□—ラのパラメータの確認およびコンフィグレーシヨンのバックアップは必ず行ってくだ 
さい。 

• 既存の Lo 呂 ical Drive の初期化を行わないでください。初期化を行うと、ユーザーデータびずべ 
て破壊されてしまいます。 


U 下の手順で作業を行います。 


1. 八ードディスクを装置(こ追加実装する 


2. RAID EzAssist のスタート （5 章参照） j 



3. Configure RAID Drive (6 章参照） | 


ここで、必ずコント□-ラの確認を行ってください。 

4. Initials 

こ e Drive (8.2.42 章参照、） | 




己. Backup Configuration (10.2 章参照） | 


ここで、必ずコンフイグレーシヨンのバックアップを 
行ってください。 

6. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） | 
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3.2.2 スペアディスクを追加する場合 



コンフイグレーシヨンのバックアツプは必ず行つてください。 


W 下の手順で作業を行います。 


1. 八ードディスクを装置に追加実装する 


2. RAID EzAssist のスタート巧章参照) 




3. スペアディスクを作成する旧. 3.4.1 章参照） 1 


ここで、追加した八ードディスクをスペアディスク(こ 
構成してください。 

4. Backup Configuration (10.2 章参照） | 


ここで、必ずコンフイグレーシヨンのバックアップを 
巧ってください。 

6. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） j 
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3.2.3 Add Capacity を実施する場合 

Add Capacity とは既存のパックにディスクを追力□し、パックを再構成することをいいます 。 Add 
Capacity を行う前に必ず下記のを意事項を確認して < ださい。 



• 追加するディスクは、追加したいパックを構成しているディスクと同じ 容量、 同じタイ 
プのものを使用してください。 

• 追加するディスクは、 Unconfi 呂 ured でなければなりません。スペアディスクはパック 
に追加することびできません。 

• Add Capacity 実行中はシステムの電源を OFF にしないでください。万一、停電などの 
原因でシステムの電源び OFF になった場合は、次の電源投入時に Add Capacity び自動 
的に再開されます。 

• RAID りこ巧して Add Capacity を実行すると、 RAID レベルび RAIDO + りこ変更されま 
す。 

• Add Capacity はスノくン構成のパックにがして実行することはできません。 

• Add Capacity の実施により、対象となる既存のパックに巧して大幅なストライプ構成 
の変更び実施されることになります。不慮の事故に備えて必ずデータのバックアップを 
実施してください。また、作業中にパリティ不整合び検出された場合、 Add Capacity 
が異常終了し、ごく希にデータを失う場合がありまずので、事前に Consistency 
Check も必ず実施してください。 

• Add Capac け y はリビルドや Consistency Check と同時に行うことはできません。必 
ずリビルドや Consistency Check び完了したことを確認してか5実施してください。 

• 縮退に ritical ) 状態では Add Capacity を実行ずることはできません。 
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PQ コンフイグレーシヨンのバックアツプは必ず行つてください。 


じ(下の手順で作業を行います。 


1. データをバックアップする 


2. パックの状態を確認する （8.1 章参照) 



縮退状態の場合は DEAD ディスクをを換し、 

リビルドを実施してください。 

3. Consistency Check を実施する （8.2.4. 1章参照） | 


データを修復するモードで実施してください。 

4. 八ードディスクを装置(こ追加実装する 1 



己 . RAID EzAssist のスタート（己章参照） | 


6. Add Capacity を実施する （6.4 章参照) 


追加した八ードディスクを既をのパックに追加し、 
パックを再構成してください。 


7. Backup Configuration (10.2 章参照) 


ここで必ずコンフィグレーションのバックアップを 
行ってください。 


8. RAID EzAssist の終了 （11 章参照) 
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3.3 コンフイグレーシヨンを変更ずる場を 


現在のコンフィグレーション情報をクリアして新たにコンフィグレーションする場合の手順を示し 


ます。 



• コンフイグレーシヨン情報をクリアする前に必ず、必要なファイルのバックアップを行ってくだ 
さい。コンフイグレーシヨン I 肩報をクリアすると、ユーザーデータはすべて破壊されてしまいま 
ず。 

• コント□—ラのパラメータの確認およびコンフイグレーシヨンのバックアップは必ず行ってくだ 
さい。 


じ(下の手順で作業を行います。 


1 .RAID 

EzAssist のスタート（日章参照） 1 



2. Clear i 

Configuration (10.5 章参照） | 


ここでコンフィグレーションをクリアしてください。 

3. Con 化 

が re RAID Drive (6 章参照） | 




4. View or Modify Controller Configuration (7 章参照） | 


コント□ーラのパラメータの確認を行ってください。 

己 . Initialize Drive (8.2.42 章参照） | 



6. Backup Configuration (10.2 章参照） | 


ここで必ずコンフィグレーションのバックアップを 
巧ってください。 

7. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） | 
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3.4 コント□—ラの交換を巧う場合 


RAID のコンフィグレーション情報は八ードディスク内にを在するため、コント□ーラを巧換する 
だけで自動的にコンフィグレーションが復元されます。ただし、何らかの不具合によって自動的に 
コンフィグレーションが復元されなかった場合、バックアップしておいたコンフィグレーション情 
報からリストアを実施してください。 


1. コント□ーラの交換 


2. ケーブル、八ードディスクの接続を確認 


3. 基本処理装置を起動 


通常はコント□ーラをを換する前のコンフィグレーションで 
起動し、このまま運用巧能となります。 


ヒント 


何らかの原因でコン フイ グレーシヨンが復元しなかった場合は、じ(下の手順でコン フイ グレー 
シ ヨンの リス トアを行ってください。 


1 .RAID 

EzAssist のスタート（日章参照） 1 



2. Resto 

re Configuration (10.3 章参照） | 



3. RAID EzAssist の終了 （11 章参照） | 


a コンフイグレーシヨンのリストアに使用したノいツクアツプデータは大切な情報ですので、引き続き 
_ 大切に保管しておいてください。 
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4 RAID EzAssist の表巧画面 


RAID EzAssist の表示画面じついて説明します。 


④ 



図 3. 全体画面 

① ： RAID EzAssist のレビジョンを表示します。 

② ：現在操作中のコント□ーラ番号を表示します。 

③ ：コント□-ラの FW レビジョンを表示します。 

④ ：現在の処理に対する车一入力指示を表示します。 

実行中の処理により、表示内容が異なります。 

Arrows , Tab 二 SELECT 

矢巧羊一(!一^^)またはく下3わ>车一によリ、操作の対象(反転表示)が移動します。 
PgUp / PgDn=SCROLL 

く PageUp 〉 キーで表示を前方向にスク□—ル、く PageDown 〉 キーで後方向にスク□—ル 
します。ホ表示のリストがある場合に使用します。 

Enter 二 ACCEPT 

<E rite 「> キーで操作を5在を/選択します。 

ESC 二 PREV 

く Esc > 羊一で 刖メ ニューに 戻ります。 「No Key input is accepted , please wait ..」 と 表 
示されている場合は時間がかかる処理を行っています。羊一入力をしないで、そのまま 
待ってください。 

⑥：現在の操作の対象を反転表示します。 

⑥： t が表示されている場合は、上方向にホ表示のリストがあることを示します。 
i が表示されている場合は、下方向にホ表示のリストがあることを示します。 
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RAID EzAssist の起動 


この章では RAID EzAssist の起動方まについて説明します。 

W 下に示す手順に従って RAID EzAsstet を起動してください。 


# 基本装置の電源を ON にする。 

POSKPower On Self Test ) を開始します。 

三 POST で下のメッセージび表示された5、く Alt > キーとく R > キーを同時に巧す。 


Acce 丄 eRAID xxx BIOS Version x.xx-xx (xxx xx. xxxx) 

Mylex Corporation 

AcceleRAID xxx Firmware Version x.xx-xx 

AcceleRAID xxx PCI Address : xxxxxxxx Bus=x Dev/Slot=xx Function=x IRQ=xx 
AcceleRAID xxx Memory = xx MB (xxxxxxxxx) 

<AcceleRAID BIOS is enabled 〉 

Press く ALT-M> for BIOS options 

Press <ALT-R> for RAID conriguration options 


図 4. POST 


上記メ、ソセージの下じじ(下のメ、ソセージが表示されたら、 EzAssist の起動が受けがけら 
れたことになります。 POST が終了するまでお待ちください。 


RAID configuration will start after system initialization completes 


図 5. メッセージ 


上記メッセージが表示されない場合は、<0け1>キー、<八け>キー、および < Delete > キー 
を同時に押して装置を再起動させてください。 

ヒント 








POST が正常に終了すると、下の画面が表示され、ディスクアレイコント□ーラと 
八ードディスクのス羊ヤンが始まります。 


Notice 

Scannina Controller 1, Channel 0, Target ID 2... 


[[Cansel]| 


図 6.scan 

スキヤンが終わるまでそのままお待ちください。 

ここで、く Erite 「> 羊一を押してしまうと処理が丰ヤンセルされてしまいます。 


〇 環境条件によって表示される画面が異なるので、下の3つの条件のうち、該当する 
項目に進む。 


• 容量の違う八ードディスクがある場合 . 3-a 

• コンフィグレーシヨンされていない場合 . 3-b 

• コンフィグレーションされていないデイスクがある場合 . 3-C 


3 -a 容量の違う八ードディスクびある場合 

未コンフィグレーションの八ードディスクが複数台あり、かつ容量が違う場合は下記の 
ようなメッセージが表示されます。を意喚起の意□ホなので、そのまま < Erite 「> キーを押 
してください。 


Notice 
Drive Size 

There are drives of different capacities detected. 


[[Ok] I 


図ス容量が違う場合 


引き続き手順4に進みます。 
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3-b コンフイグレーシヨンされていない場合 

初めて起動した場合（コンフィグレーションされていない場合）、下記のようなメッセー 
ジが表示されます。 



コンフィグレーションを行う場合は、 [ Yes ] を選択してください。 

コンフィグレーションの処理に移ります （6 章國13参照）。 

コンフィグレーションを行わない場合は、 [ No ] を選択してください。 

本メッセージはコント□ーラごとに表示されますので、コンフィグレーションする場合 
は希望するコント□ーラ番号が表示されていること（①参照）を磕認する必要がありま 
す。 

すべてのコンフィグレーションが完了したら、引き続き、手順4じ進みます。 


3-C コンフイグレーシヨンされていないデイスクびある場合 

コンフィグレーションされていない八ードディスクがある場合、下記のようなメッセー 
ジが表示されます。 



コンフィグレーションを行う場合は、 [ Yes ] を選択してください。 
コンフィグレーションの処理に移ります （6 章図13参照）。 
コンフィグレーションを行わない場合は、 [ No ] を選択してください。 
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④ ⑥⑥⑦ 

図 10. コント□—ラの選択 


Controller No . コント□ーラ番号を表示します。 

Controller Model . コント□ーラのモデルをを表示します。 

PCI Host . PCI ホストブリツジ番号を表示します。 

PCI Bus . PCI バス番号を表示します。 

PCI Dev . PCI デバイス番号を表示します。 

PCI Func . PCI ファンクション番号を表示します。 

Firmware Version . コント□—ラの FW レビジョンを表示します。 


コント□ーラを選択すると、下のようなメインメニューが表示されます。 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Conflauration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図 11 . メインメニュー 


メインメニューからコンフィグレーションを行う方法については 6 章に説明します。 


本メッセージはコント□ーラごとに表示されますので、コンフィグレーションする場合 
は希望するコント□ーラ番号が表示されていること（①参照）を確認する必要がありま 
す。 

すべてのコンフィグレーションが完了したら、引き続き、手順4じ進みます。 


4 


希望するコント□ーラを選択する。 



① 


©③巧④巧⑥巧 
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6 コンフイグレーシヨンの方法 

〜 Configure RAID Drive 〜 

この章では、コンフィグレーションの方法について説明します。 

コンフィグレーションを実行するために、メインメニューから 「Configure RAID Drive 」 を選択し 

cK 9 〇 


Configure RAID Drive 

View or Modiry Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図に. Configure RAID Drive 


「Configure RAID Drive 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


Configure RAID Drive 
Controller 0 

Configuration 
Method 

[[Automatic] I 

[ Assisted I 

「 Custom I 


The Automatic method selects the 
best optimized RAID configuration 
based on your system conriguration, 
automatically. 


図 13. Configuration 方ま 

ここで、コンフィグレーションの方法を選択します。 

コンフィグレーションの方法は3種類ありますが、ここでは必ず [ Custom ] を選択してください。 


コンフイグレーシヨン方ミ去 

作業概要 

Automatic 

自動的にコント□ーラに接続されている有効なすべての八ードディスクを 
使用して、1つのパックと1つの Logical Drive を作りまず。スペアディスク 
の有無は、八ードディスクの数によって異なりまず。 

Assisted 

一連の質問に答える形で RAID を構成しまず。コント□ーラに接続されてい 
る有タカなずベての八ードディスクを使用して1つのパックを作りまず。 

Logical Drive の数とスペアディスクの有無はユーザーが設定しまず。 

Custom 

ユーザーがすべての設定を行うことができます。 
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[ Automatic ] や [ Assisted ] を選択した場合、細部に渡ってご要望通りのコンフイグレーシヨンを 
行うことびできません。必ずに ustom ] を選択し、マニュアルでコンフイグレーシヨンを行ってく 
ださい。 


新しいディスクアレイをコンフィグレーションする場合は、 Custom コンフィグレーションのメ 
ニューで 「Configure a New Disk Array 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押してください。 


Configure a New Disk Array- 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 14. Configure a New Disk Array 


6.1 八ードディスクの選択 


パックを構成する八ードディスクを選択します。 


Disk Arrav Confiquration 
Array AO 

Select the physical drive(s) desired for the disk array: 


Unused Drives 
Chan : ID 


Capacity 

(GB) 


Disk Array usable 
Chan : ID capacity 


に： 00 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8 .3841 

0:01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

0:02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

0:03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 


Array Capacity:0.00 


[Save Array ] [Cancel] 


[clear ] 


図 15. 八ードディスクの選択 

八ードディスクを選択し、く Ente 「> 丰一を押すと 、 Disk Array ボックスじ移動します。 
八ードディスクの選択が終了したら、く下3わ>车一によリカーソルを下部に移します。 
八ードディスクの選択に間題がない場合は 、 [Save Array ] を選択します。 
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選択した八ードディスクの容量が異なる場合は、次のようなメッセージが表示されます。 


Notice 
Drive Size 

The array has drives of different capacities. It may 
result in wastage of space. 


[[Ok]] 


図 16. 容量が違う八ードディスクを選択した場合 


容量の違う八ードディスクを選択したために、八ードディスクの容量が無駄になることを通知して 
います。了承する場合は [ Ok ] を選択します。 


パックに構成していない八ードディスクがまだ残っている場合は、次のようなメッセージが表示さ 
れます。 


Notice 

Logical Drive Conriguration 
Array AO 

The newly configured disk array can not be utilized 
by the operating system until you define one or more 
logical drives. 

Would you like to derine logical drives now? 


[[Yes] ] [ No 


図 17. Logical Drive / 八ードディスクの選択 

複数のパックを作成する場合、ここで [ No ] を選択すると次のパックの設をメニューに戻り、 [ Yes ] 
を選択すると現在設をしたパックに対する Logical Drive の作成メニューに移ります (6.3 章参照)。 
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6.2 スパニング時の八ードディスクの選択 


スパニング時爐数のパックから1つのシステムドライブを作成)のパック作成方法を説明します。 
まず、 Custom 〕 ンフイグレーシヨンのメニュー画面でに panning 」 を選択します。 


Conrigure a New Disk Arrav 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 18. Spanning 


W 下の画面が表示された場合は、スパニングが Disable になっていますので、 [ Yes ] を選択してス 
パニングを Enable にします。 EzAssist を起動した直後は、スパニングの設をは口 sable になってい 
ますので、まずここで Enable に設定してください。 


Notice 

Custom Conriguration 

Spannina is currently disaoled. Mylex Online RAID 
EXPANSION (MORE) will not be allowed if you enable 
Spanning. Enable Spanning? 


[[Yes] ] [ No 


図 19. Spanning を有効に設定 


a スパニングを行ったシステムドライブに対しては 、 Add Capacity を実施できなくなりますのでご 
_ 注意ください。 


図19の画面でスパニングを Enable にした後に図18の画面でスパニングを選択すると、 trF の画面 
が表示されます。スパニングの設をを無効にしたい場合は [ Yes ] を選択します。 


Notice 

Custom Configuration 

Spanning is currently enabled. My 丄 ex Online RAID 
EXPANSION (MORE) will be allowed if you disable 
Spanning. Disable Spanning? 


[Yes I [ [No] I 


図 20. Spanning を有効に設定済み 


RAID EzAssist コンフイグレーシヨンユーテイリテイ23 






































スパニングを Enable に設をしたら、前ぺージの図18の画面で 「Configure a New Disk Array 」 を 
選択し、 1 つ目のパックの八ードディスクを選択した後 、 [Save Array ] を選択します。八ードディ 
スクの選択方法については、「6.1章八ードディスクの選択」を参照してください。 

次に、 下記の画面で [ No ] を選択し 、 Logical Drive を作成せずに次のパックの八ードディスクを選 
択します。スパニングするパックをすべて作成したら、下記の画面で [ Yes ] を選択し 、 Logical 
Drive の設定:メニューじ移ります。 


Notice 

Logical Drive Conriguration 
Array AO 

The newly configured disk array can not be utilized 
by the operating system until you define one or more 
logical drives. 

Would you like to derine logical drives now? 


[Yes I [ [No]] 


図 21 .Logical Drive / A - ドディスクの選択 



各パックで選択した八ードディスクの台数はすべて同数でなければなりません。 


Logical Drive の設定:メニユーで 、 Logical Drive Definition の下の行に Array 番号が複数表示され 
ており、パックが複数になっていることを磕認してください。 


Loaical Drive Definition 

I Array 0,11 

Drive RAID Write Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 
New 己 Back 64 己 0.766 33.844 己 0.766 

1 Add Drive | 

1 Apply 1 



1 Cancel | 



1 Clear New | 



1 Delete Last| 

( 

rapacity rounding may occur for alignment with block 

sizes. 


図 22. Spanning 時の Logical Drive 設定画面 


じ(降の手順はスパニングしない場合と同じです。「6.3章 Logical Drive の作成」に進んでください。 
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6.3 Logical Drive の作ぶ 


Logical Drive の設をを行います。 


Logical Drive Definition 
Array 0,1 


Drive RAID Write Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 

New 胃 Back 64 己 0.766 33.844 己 0.766 


Add Drive 


Apply 


Cancel 


Clear New 


Delete Last 


Capacity rounding may occur for alignment with block sizes. 


図 23. Logical Drive 設定 


じ(下の設をはカーソル丰一を使って移動させます。 


RAID Level 

RAID の種類を指定します。 < Space >+ —を押して一覧から選択します。 


Write Cache 

Write Cache の設走:を行います。く Space 〉 羊一を押して 「 Back 」、「 Thru 」 の選択をします。 

通常 、 Write Back にするとライト性能が向上しますが、電源異常時に羊ャッシュバ、ソファのデー 
夕消失リスクを負います 。 Write Backs 、 バッテリバックアップモジュール旧巨 M ) が実装されて 
いる場合か、無停止電源 ( UPS ) を備えたシステムの場合のみに使用してください。 

なお、巨 BM の実装の有無については、ディスクアレイコント□ーラに添付の取扱説明書を参照し 
てください。 

Stripe Size 

Stripe Size の設をを行います。 < Space > 羊一を押して一覧から選択します。 


Capacity Physical / Logical 

容量の設をを行います。 Physical は物理的な容量です。 Logical は論理的な容量で冗長分の容量を 
差し引いた容量です。 

RAID level、Write Cache、Stripe Size 、 および Capacity Physical / Logical の 4 項目の設をを磕 
認した後に、 < Tab > 羊一を押します 。 [Add Drive ] に力ーソルが移動しますので、 t (下の処理を行 
います。 
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Add Drive 


Logical Drive の設定が磕をします。確をした Logical Drive は下のボックスに追力□されます。 

パックに空き容量がある場合、または他のパックがある場合はカーソルが左側に戻りますので、再 
度 、 RAID level、Write Cache、Stripe Size 、 および Capacity Physical / Logical の 4 項目の設定: 
を行います。パックの容量をすべて Logical Drive に設をした場合は、力ーソルが左側に戻りませ 
ん。この場合は、次の 「 Apply 」 の処理に移ってください。 

a 最後の Logical Drive 設定時にパックの空き容量び残5ないように、パックの容量をずべて 
Lo 呂 icalDhve に設定してください。 


Apply 

パックおよび Logical Drive の構成がミよ定します。パックおよび Logical Drive の作成が完了したこ 
とになります。 

Cane 白 I 

パック 、 Logical Drive の設ををすべて车ャンセルします。 

Clear New 

Logical Drive の設ををすべて羊ャンセルします。 

Delete Last 

最後の Logical Drive のみ羊ヤンセルします。 
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4 Add Capacity to Existing RAID Array 


既に存在しているパックに八ードディスクを追力□する場合に本メニューを使用します。 
Unconfigured のハードディスクが接続されていない場合、本メニューは使用できません。 


Conrigure a New Disk Arrav 

Add Capacity to Existing Disk Array 

Define Logical Drive(s) 

Assign Spare Drive(s) 

Spanning 


図 24. Add Capacity to Existing Disk Array 


「Add Capacity to Exsisting Disk Array 」 を選択後、 JU 下の画面で Add Capacity を行う Disk Ar ¬ 
ray を選択します。 


Disk Arrav Selection 
Controller 0 

Please select the disk array you 
wish to view : 

Array Total Unused 

Name Capacity(GB) Capacity(GB) 


[aO 16.926 0.0001 


図 25. Disk Array Selection 

口 sk Array を選択したら、追力□ディスクを選択し、に ave Array ] を選択します。 


Disk Array Configuration 
Array AO 

Select the physical drive(s) desired for the disk array: 

Unused Drives Capacity Disk Array usable 

Chan : ID (GB) Chan : ID capacity 


0:00 8.463 
0:01 8,463 
0:02 8.463 


Array Capacity:0. 000 
[Save Array I i Cancel l l Clear i 



図 26. 追力□ディスクの選択 
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W 下のメッセージが表示されるので、更にディスクを追力□したい場合には [ Yes ] を、これ]: i 上の 
ディスクの追力□がない場合には [ No ] を選択します。 


Notice 

Logical Drive Conriguration 
Array AO 

You can add a logical drive and start the data 
migration or you can just start the data migration. 
Choose yes if you can have finished adding physical 
drives to the pack. Do you wish to add more physical 
drives? 


[Yes I [ [No]] 


図 27. Driv 6 追力□確認 

Logical Drive の設定メニユーが表示されます。ここでは [Add Drive ] を選択せずに、 [ Apply ] を選 
択してください。追力□した分の容量は 、 Add Capacity 処理が終了した後に反映されます。 


Loaical Drive Definition 

Array 0 

Drive RAID Write Stripe Capacity (GB) 

No. Level Cache Size(KB) Physical Logical Maximum 
New 回 Back 64 8.461 6.346 8.461 

1 Add Drive | 

1 Apply 1 


0 己 Back 64 2 己 . 383 16.922 

1 Cancel | 



1 Clear New | 



1 Delete Last| 

( 

rapacity rounding may occur for alignment with block 

sizes. 


図 28. Logical Drive 設定 

Add Capacity が background で実施されます。処理が終了するまでお待ちください。 

進抄状況は「10.8章 Background Tasks 」 で確認できます。必ず Add Capacity が終了してから、 
「6.5章 Define Logical Drive ( s )」 の手順に従って Logical Drive を作成してください。 
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6 •已 Define Logical Drive(s) 


既にパックが存在しており 、 Logical Drive を追力□する容量が残っている場合に本メニューを使用 
します。 


Conrigure a New Disk Arrav 
Define Logical Drive(s) 
Assign Spare Drive(s) 


図 29. Define Logical Drive ( s ) 


操作手順は 「6.3 章 Logical Drive の作成」と同じですので、こちらを参照してください。 


6.6 Assign Spare Drive(s) 


スペアディスクの設定を行います。 

操作手順は「8.3.4章 Designate Drive as Spare / Unused 」 と同じですので、こちらを参照してく 
ださい。 


Conrigure a New Disk Arrav 
Define Logical Drive(s) 
Assign Spare Drive(s) 


図 30. Assign Spare Drive ( s ) 
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コントローラの確認および設定変更 

〜 View or Modify Controller Configuration 

コント□ー ラの設を確認および変更を行います。 


Configure RAID Drive 


Iview or Modify Controller Confi 麵 

irationl 

Perform Administration on ... 
Rescan for New Devices 


Advanced Options 



図 31 .View or Modify Controller Conriguration 


Controller Conriguration 


Controller 0 

Vendor: 

Mylex 

Model : 

AcceleRAID xxx 

Firmware Version : 

X.XX-XX 

BIOS Version : 

X.XX-XX 

PCI Bus : 

0 

PCI Device : 

1 

PCI Function : 

1 

IRQ ： 

0 

Memory Address : 

0068D7A8 (size 8192 bytes) 

1 

[Properties] | 


図 32. Controller Configuration 


[ Properties ] を選択すると、下のような表示になります。 


Controller Conriguration 
Controller 0 


Ven 

Mod 

Fir 


[Global I 

Startup 

Advanced 


Mylex 

AcceleRAID xxx 

X.XX-XX 


BIOS Version : x.xx-xx 

PCI Bus : 0 

PCI Device : 1 

PCI Function : 1 


IRQ ： 0 

Memory Address : 0068D7A8 (size 8192 bytes) 


い Properties ] 」 


図 33. Properties 









































Global 


図 33 の「ド「〇戶6けぉ5」画面で「61〇ゎ31」を選択すると夕の「61〇ゎ31」画面が表示されます。 


Global Properties 
Controller 0 

Automatic Rebuild Management : 
StraqeWorks Fault Management(TM): 
Background Process Rate(%) : 

Drive Size Coercion : 


Enabled 

Disabled 

50 

Disabled 


[[Okl I I Cancel I 


図 34. Global 



各項目の初期値は ly 下のように設定されています。これ5の設定は変更しないでくださし、。 


Automatic Rebuild Management 

初期値は、 「 Enabled 」 になっています。 

Stra 呂 eWorks Fault Management 

初期値は、 「 Disabled 」 になっています。 

Back 呂 round Process Rate 

初期値は、「50」になっています。 

Drive Size Coercion 

初期値は、 「 Disabled 」 になっています。 

万一、初期値が上記の設定になっていなかった場合は、をメニューの設をを変更した後に [ Ok ] を 
選択します。 

この場合磕認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択します。 

[ No ] を選択すると変更が無効じなります。 


Notice 

Save Changes? 

Controller 0 

Modifications have been made to the parameters 
pertaining to this controller. Would you like to 
save the changes? 


[Yes I [ [No] I 


図 35. 変更確認 
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7.2 Startup 


「ド「(^6「舶5」画面ぉょびに13「山。」画面を]^下に示します。 



Controller Configuration 



Controller 0 

Ven 

Mod 

Fir 

Global 

Startup 

Advanced 

Mylex 

AcceleRAID xxx 

X.XX-XX 

BIOS Version : 

X.XX-XX 

PCI 

Bus : 

0 

PCI 

Device : 

1 

PCI 

Function : 

1 

IRQ 


0 

Memory Address : 

0068D7A8 (size 8192 bytes) 


1 

[Properties] | 





図 36. Properties 


a 「RAID EzAssist ™ Configuration Utility 」 のパージョンやディスクアレイコント□—ラの種類 
によって設定値が異なります。下のいずれかの設定となっていることを確認し、通常は設定を変 
gra 要しないでください。 


startup Properties 
Controller 0 


Disk Spin Up: On Command 

Number of Disk Drives per Spin : 2 
Initial Delay (seconds) : 己 

Delay Between Spins (seconds) : 6 


[[Okl I I Cancel I 


EzAssist のバージョンが2.02 JU 前の場合、 JU 下のような設定となっています。 


startup Properties 
Controller 0 


Disk Spin Up: By 

Number of Disk Drives per Spin : 2 
Initial Delay (seconds) : 0 

Delay Between Spins (seconds) : 6 


Controller 


[[Okl I I Cancel I 


図 37. Startup 
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表示されている設定で良い場合は、 [ Ok ] を選択します。 

万一、初期値が図37のどちらかの設をになっていなかった場合は、設定を変更した後に [ Ok ] を選 
択します。この場合磕認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択します。 

[ No ] を選択すると変更が無効になります。 


Notice 

Save Changes? 

Controller 0 

Modirications have been made to the parameters 
pertaining to this controller. Would you like to 
save the changes? 


[Yes I [ [No] I 


図 38. 変更確認 


Disk Spin Up 

初期値は 、 「By Controller 」 または rOn Command 」 になっています。 


Number of Disk Drives per Spin 

初期値は、「2」になっています。同時にスピンアップする八ードディスクの数を設定します。 
Disk Spin Up が 「By Controller 」 または 「On Command 」 の場合に設定できます。 


Initial Delay 

初期値は 、 Disk Spin Up が 「By Controller 」 の場合は「0 」、 Disk Spin Up が 「On Command 」 の場合 
は「5」になっています 。 Disk Spin Up が旧 y Controller 」 の場合にのみ設定できます。 


Delay Between Spins 

初期値は、「6」になっています。一連の八ードディスクのスピンアップサイクルの間隔(秒）を設を 
します 。 Disk Spin Up が 「By Controller 」 または 「On Command 」 の場合に設定:できます。 
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7.3 Advanced 


「 Advanced 」 画面を JU 下に示します。 


startup Properties 


Controller 0 


Patrol Read : 

Disabled 

Patrol Read Delay(hours) : 

0 

Temporary Offline : 

Enabled 

Device Health Monitoring(S.M.A.R.T): 

Disabled 

S.M.A.R.T Polling Interval(minutes) : 

0 

1 [Ok] 1 1 Cancel 1 



図 39. Advanced 



各項目の初期値は似下のように設定されています。これ5の設定は変更しないでくださし、。 


Patrol Read 

初期値は、 「 Disabled 」 になっています。 

Patrol Read Delay(hours) 

初期値は、「0」になっています 。 Patrol Read を実行する時間間隔を設定します。 

Temporary Offline 

初期値は、 「 Enabled 」 になっています。 

Device Health Monitorin 呂 (S.M.A.R.T) 

初期値は、 「 Disabled 」 になっています。 

S.M.A.R.T Polling Interval (minutes) 

初期値は、「0」になっています。 


rRAID EzAssist ™ Configuration U 川け y 」 のバージヨンが2.02必前の場合、本機能はサポートされて 
Hii おりません。 

ヒント _ 


万一、初期値が上記の設をになっていなかった場合は、をメニューの設定を変更した後に [ Ok ] を 
選択します。 

この場合磕認表示が化ますので、変更が正しい場合は [ Yes ] を選択します。 

[ No ] を選択すると変更が無効になります。 
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8 RAID およびデバイス設定の確認•変更 

〜 Perform Administration opl" 〜 

Disk Array (パック ）、 Logical Drive、Physical Device の状態表示、およびを種操作を行います。 
下図のように 「Perform Administration on ..」を選択します。 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Conflauration 
[perform Administration on . . ._] 

Rescan for New Devices 


Advanced Options 


図 40. Perform Administration on ... 


「Perform Administration on ..」 を選択すると、じ(下の画面が表示されます。 


Disk Array 
Logical Drive 
Physical Device 


図 41.Disk Array 


8.1 Disk Array 


口 sk Array (パック）の状態表示方まを JU 下に示します。 


「Disk Array 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Disk Arrav Selection 
Controller 0 

Please select the disk array you 
wish to view : 

Array Total Unused 


Name 

Capacity(GB) 

Capacity(GB) 

1 AO 

16.768 

0. 0001 

A1 

8,046 

2.052 


図 42. Disk Array Selection 


ここで、希望するディスクアレイを選択すると、次の画面が表示されます。 


View Array Conriguration 


図 43. View Array Configuration 
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ここで 、 「View Array Configuration 」を選択すると、 JU 下の画面のようじパックに使用している 
八ードディスクがボックス内に表示されます。 


Disk Array Configuration 
Arrav AO 

Physical disks in disk array: 


:: han 

: ID 

Vendor 

Model 

Version 

Capacity(GB) 

Status 

0 : 

01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 

0 : 

02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

Online 

0 : 

03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online 


Disk Array Capacity : 16.768GB 

Used ： 16.768GB Unused ： 0.000 GB 


[[Ok] I 


図 44. Disk Array Configuration 


8.2 Logical Drive 


Logical Drive の表示方まを JU 下に示します。 


Disk Array 
Logical Drive 
Physical Device 


図 45. Logical Drive 


「Logical Drive 」 を選択すると次の画面が表示されます。 


Logical Drive Selection 
Controller 0 

Please select a logical device : 
Logical Drive RAID Capacity 


No. 

Name 



Level 

(GB) 

Status 

0 

teaicai 

Drive 

0 

己 

3 ， 996 

Online 1 

1 

Logical 

Drive 

1 

己 

3 ， 996 

Online 

2 

Logical 

Drive 

2 

己 

3,996 

Online 


図 46. Logical Drive Selection 


36 














































8.2.1 View or Modify Drive Configuration 

Logical Drive の設をおよび使用している八ードディスクを表示します。 
Stripe Block Size、Write Cache の設定を変更することができます。 

Logical Drive Selection の表示方まを JU 下に示します。 




view or ModifW Controller Confi 曲 

irationl 

View Bad Data Table 

Locate Drive 


Advanced Options 



図 4 ス View or Modify Drive Configuration 


「View Or Modify Drive Configuration 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Logical Drive Configuration 
Controller 0, Logical Drive 0 


Name : 

Status : 

Capacity : 

RAID Level : 

Cache Line Size : 
Stripe Block Size : 
Write Cache : 


Logical Drive 0 

Online 

16.768 GB 

8 KB 
64 KB * 
Write-Back * 


[[Ok] I 


[Cancel] 


Physical Disks : 

Chan : ID Vendor Model Version Capacity(GB) Status 


0:01 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

Online 

0:02 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

Online 

0:03 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8,384 

Online 


図 48. Logical Drive Configuration 


希望する項目を選択し、設定を変更して<ださい。 


a Stripe Block Size を変更ずると Logical Drive 内のデータび破壊されまずので、新規にコンフイ 
グレーシヨンを設定した場合於がは変更しないでください。 
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8.2.2 View Bad Data Table 

リビルド時に、 online の八ードディスクのデータを何らかの異常により読み化せなかった Logical 
Drive の論理アドレスを参照することができます。 

View Bad Data Table の表示方まを JU 下に示します。 


View or Modify Controller Conflauration 
[view Bad Data Tablei 

Locate Drive 


Advanced Options 


図 49. View Bad Data Table 


「View Bad Data Table 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Bad Data Table 
Controller 0, 
Logical Drive 0 
Seq No. Address 


[[Ok] I 


図 50. Bad Data Table 
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8.2.3 Locate Drive 

Logical Drive で使用している八ードディスクを磕認するために、八ードディスクの LED を点なさ 
せます。なお、八ードディスクの種類によって、点なしないものもあります。 

Locate Drive の表示方まを]: i 下に示します。 

View or Modify Controller Configuration 
View Bad Data Table 
「Locate Drivei 

Advanced Options 

図日 1.Locate Drive 


「Locate Drive 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 

Notice 

Locate 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Physical drive LEDs (if applicable) belonging to this 
logical drive should be blinking. 


I [Ok] I 

図 52. Locate Drive 終了指示 


[ Ok ] を選択すると LED は消なします。 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティ39 






















8.2.4 Advanced Options 

Advanced Options の表示方まを JU 下に示します。 


view or Modify Controller Configuration 
View Bad Data Table 
Locate Drive 


Advanced Options 


図 53. Advanced Options 


8.2.4.1 Check Consistency 

RAID の整合性磕認および修復を行います。 

「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 

I Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 

図 54. Check Consistency 

ここで 「Check Consis お ncy 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Check Consistency 

Controller 0, Loaica 丄 Drive 0 

Repair 


Inconsistent 



data? 

Perform consistency 



checking between primary 


1 Yes 1 

and redundant data, 


1 1 

generating a warning if 


1 [No] 1 

the redundant data is 



inconsistent. No data 


1 Cancel 1 

repairing is performed. 





図 55 . 動作モード選択 


エラーを橫化した場合にデータの修復をする場合は、 [ Yes ] を選択します。 
エラーを橫化した場合にデータの修復をしない場合は、 [ No ] を選択します。 


処理は background で実行されます。 


Logical Drive びイニシャライズされていない場合は実行できません。 
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8.2.4.2 Initialize Drive 

Logical Drive のイニシャライズを行います。 

「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Check Consistency 
「Initialize Drive] 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図己 6. Initialize Drive 

ここで rinitialize Drive 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Initialize Drive 
Controller 1,Logical Drive 0 

The drive initialization is destructive and will 
erase all data on the drive. Are you sure you want 
to continue with this process? 


[Yes I [ [No] I 


図己 7. Initialize Drive 開始指示 


イニシャライズは Logical Drive のずベてのデータを消去しまずので実行にはま意び必要でず。 


実行する場合は、 [ Yes ] を選択します。 
実行しない場合は、 [ No ] を選択します。 

処理は background で実行されます。 


複数の Logical Drive のイニシャライズを並行して行う場合： 

イニシャライズを開始すると Logical Drive の選択メニューに戻ります (8.2 章図46参照)。 

他の Logical Drive のイニシャライズを並行して行いたい場合は 、 Logical Drive の選択メニューで 
対象の Logical Drive を選択して、イニシャライズを行ってください。この場合 、 Logical Drive の 
選択メニューでく Es に羊一を押すことにより、前のメニュー(8.2章図45参照)に戻ってしまうと、 
現在実行中のイニシャライズが終了するまで 、 Logical Drive の選択メニューに入ることができな 
くなりますので、現在実行中のイニシャライズが終了するのを待ってから、他の Logical Drive の 
イニシャライズを行うことになります。 


RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティ A } 



























8.2.4.3 Rebuild Redundancy Data 

マニュアルリビルドを行います。 

「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 

Check Consistency 
Initialize Drive 
[Rebuild Redundan 翊 f Data| 

Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 58. Rebuild Redundancy Data 


通常はスタンバイリビルドまたは故障した八ードディスクを交換することによるオートマチックリ 
ビルドが自動的に行われますので、本メニューによりマニュアルリビルドを行う必要はありませ 
ん >。 


どうしてもマニュアルリビルドを行う必要がある場合のみ 、 「Rebuild Redundancy Da ね」を選択 
し、マニュアルリビルドを行ってください。 

なお、本メニューからリビルドを実施すると、指定した Logical Drive が所属するパック全体に対 
してリビルドが実行され、「8.3.6.1章 Rebuild Redundancy Da ね」に示す手順で実行した場合と 
結果は同様となります。 


8.2.4.4 Cancel Background Task 

background 処理を车ヤンセルします。 

「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
[Cancel Background Task] 

Delete Logical Drive 


図 59. Cancel Background Task 


因 


车ヤンセルする場合は 、 Background Tasks (10.8 章参照）により行ってください。 


本メニューは使用しないでください。 
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8.2.4.5 Delete Logical Drive 

一番新しく設をされた Logical Drive の削除を行います。 
「Advanced Options 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Check Consistency 
Initialize Drive 
Rebuild Redundancy Data 
Cancel Background Task 
Delete Logical Drive 


図 60. Delete Logical Drive 


ここで 「Delete Logical Drive 」 を選択すると 、 Logical Drive が削除されます。 


a いったん、 「Delete Logical Drive」 を選択して <Enter> キーを}甲すと、 Logical Drive は元には 
戻せないためま意が必要でず。 
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8.3 Physical Device 


Physical Device の表示方まを JU 下に示します。 


Disk Array 
Logical Drive 
[Physical Devicei 


図 61.Physical Device 


ここで 「Physical Device 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Physical Drive Selection 
Controller 0 

Please select a physical device : 


Drive Capacity 


Chan：ID Type 

Vendor 

Model 

Version 

(GB) 

Status 

0:00 

Seagate 

ST 39236 LC 

0010 

8.384 

Online1 

0:01 

0:02 

Seagate 

Seagate 

ST 39236 LC 

ST 39236 LC 

0010 

0010 

8.384 

8.384 

Online 

Online 


図 62 . 八ードディスクの選択 


希望する Physical Device を選択してくださし^。 
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8.3.1 View or Modify Drive Configuration 


八ードディスクに関する情報を表示します。 


図62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されます。 


[View or Modi 邱 Drive Cont i 勾阻 ration| 

View Detect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 63. View or Modify Drive Configuration 


ここで 「View Or Modify Drive Configuration 」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Device 

: Conriguration 

Controller 0 

,Channel 0, Target 0 

Vendor 

Seagate 

Model 

ST 39236 LC 

Firmware Version 

xxxxx 

Capacity 

8.463GB 

Read Cache 

Enabled 

Write Cache 

Disabled 

Status 

Online 

1 [Ok] 

II Cancel 1 


図 64. Device Configuration 


[ Ok ] を選択すると、前の表示に戻ります。 


8.3.2 View Defect List 

本メニューはホサポートです。 



本メニューは実施しないでください。実施されますと処理に失敗し、八ードディスクのエラーカウ 
ントが増加ずる場合があります。なお、エラーカウントは再起動により、リセットされます。 


View or Modify Drive Configuration 
[view Defect Listl 

View Error Counts 

Designate Drive as Spare/Unused 

Locate Device 


Advanced Options 


図 65. View Detect List 
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8.3.3 View Error Counts 


八ードディスクのエラーカウントを表示します。 

國62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されます。 


View or Modify Drive Configuration 
View Defect List 
「View Error Count si 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 66. View Error Counts 


ここで 「View Error Drive Counts」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Error Counts 

Controller 0, Channel 0, Target 0 


Parity Error : 

0 

Soft 

Error : 

0 

Hard 

Error : 

0 

Misc 

Error : 

0 


[[Ok] I 


図 6 ス Error Counts 


[Ok] を選択すると、前の表示に戻ります。 
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8.3.4 Designate Drive as Spare/Unused 

[Designate Drive as Spare/Unused」 の表示方まを]: i 下に示します。 


図62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されます。 


View or Modify Drive Configuration 
View Defect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
Locate Device 


Advanced Options 


図 68. Designate Drive as Spare/Unused 


しこで 「Designate Drive as Spare/Unused」 を選択します0 


8.3.4.1 スペアディスクを構成ずる場合 

対象の八ードディスクが unconfigured の状態である場合にのみ、スペアディスクに設をすること 
ができます。 

スペアディスクに設をする方まを下に示します。 

Warning 

Designate Drive as Spare 
Controller 0, Channel 0, Target 4 

The physical drive will be added to the spare pool. 

Are you sure you want to continue with this process? 


[Yes I [ [No] I 

図 69. Spare への変更指示 


[Yes] を選択すると、スペアディスクに設をされます。 
[No] を選択すると、前の表示に戻ります。 


RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティ 47 























8.3.4.2 Unconfigured にずる場合 

対象の八ードディスクがスペアディスクの場合にのみ、 unconfigured じすることができます。 


unconfigured にする方まを下じ示します。 


Warnina 

Designate Drive as Unused 
Controller 0, Channel 0, Target 3 

The physical drive will be removed from the spare 
pool. Are you sure you want to continue with this 
process? 


[Yes I [ [No]] 


図 70. Unconfigured への変更指示 

[Yes] を選択すると、 unconfigured になります。 

[No] を選択すると、前の表示に戻ります。 
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8.3.5 Locate Device 


八ードディスクの LED を点灯させます。なお、八ードディスクの種類によって、点灯しないものも 
あります。 

図62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されます。 


View or Modify Drive Conflauration 
View Defect List 
View Error Counts 
Designate Drive as Spare/Unused 
[Locate Device I 


Advanced Options 


図 71.Locate Device 


ここで 「Locate Device」 を選択すると、次の画面を表示します。 


Notice 

Locate 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Physical drive LEDs (if applicable) should be 
blinking. 


[[Ok] I 


図で . Locate Device 終了指示 


[Ok] を選択すると、 LED は消なします。 
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8.3.6 Advanced Options 


Advanced Options の表示方まを JU 下に示します。 

図62の画面で希望する Physical Device を選択すると、次の画面が表示されます。 


View or Modiry Controller Configuration 

View Defect List 

View Error Counts 

Designate Drive as Spare/Unused 

Locate Device 


Advanced Options 


図 73. Advanced Options 

ここで 「Advanced Options」 を選択します。 


8.3.6.1 Rebuild Redundancy Data 

マニュアルリビルドを行います。通常はスタンパイリビルドまたは故障した八ードディスクを 
交換することによるオートマチックリビルドが自動的に行われますので、本メニューにより 
マニュアルリビルドを行う必要はありません。 

マニュアルリビルドの方法を u 下に示します。 


[Rebuild 民 edundangy Data] 

Format Drive 
Make Drive Offline 
SCSI Property 


図 74. Rebuild Redundancy Data 


ここで 「Rebuild Redundancy Data」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Rebuild Redundancy Data 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

The rebuild process will regenerate the data on the 
selected physical drive. Are you sure you want to 
continue with this process? 


[Yes I [ [No]] 


図 75. Rebuild 開始指示 


マニュアルリビルドを行う場合は、 [Yes] を選択します。 
マニュアルリビルドを行わない場合は、 [No] を選択します。 
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処理は background で実行されます。 

































8.3.6.2 Format Drive 

j \— ドディスクのフォーマツトを行います。 

八ードディスクは化荷時にフォーマツトされていますので、通常このメニューを使う必要はありま 
せん。また online 状態の八ードディスクはフォーマツトできません。 

八ードディスクのフォーマツト方法をじ(下に示します。 


Rebuild Redundancy Data 
[Format Drive| 

Make Drive Offline 
SCSI Property 


図 76. Format Drive 


ここで rFormat Drive」 を選択すると、次の画面が表示されます。 

Warning 
Format Drive 

Controller 0, Channel 0, Target 5 

The format process will erase all data on the 
selected physical drive. Are you sure you want to 
continue with this process? 


I Yes ] I [NoJ ] 

図 7 ス Format 開始指示 

フォーマットを実行する場合は、 [Yes] を選択します。 
フォーマツトを実行しない場合は、 [No] を選択します。 

処理は background で実行されます。 
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8.3.6.3 Make Drive Online/Offline 

八ードディスクの状態を変更する方法を u 下に示します。 


• Make Drive Online 

八ードディスクの状態を offline から online に強制的に変更します。 



本機能は、通常は絶対に使用しないでください。データを破壊ずるおそれびあります。 


Rebuild Redundancy Data 
Format Drive 
「Make Drive 〇円丄 1 円 ei 

SCSI Property 


図 78. Make Drive Online 


ここで 「Make Drive Online」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Make Drive Online 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

Making a device online may result in data corruption. 
Are you sure you want to continue with this process? 


[Yes I [ [No] I 


図 79. Online への変更指示 


online にする場合は、 [Yes] を選択します。 
online にしない場合は、 [No] を選択します。 


• Make Drive Offline 

A- ドディスクの状態を online から offline に強制的に変更します。 



本機能は、通常は絶対に使用しないでください。データを破壊するおそれびあります。 


Rebuild Redunaancy Data 
Format Drive 
[Make Drive Otfline] 

SCSI Property 


図 80. Make Drive Offline 
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ここで 「Make Drive Offline」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warnina 

MaKe Drive Offline 
Controller 0, Channel 0, Target 0 

Making a device offline may result in data or data 
redundancy loss. Are you sure you want to continue 
with this process? 


[Yes I [ [No] I 


図 81. Offline への変更指示 


offline にする場合は、 [Yes] を選択します。 
offline にしない場合は、 [No] を選択します。 


8.3.6.4 SCSI Property 

A- ドディスクの設をを行います。 


a 特に必要のない限り、変更しないでください。設定する場合は、ずべての八ードディスクを個別に 
設定する必要があります。 


Rebuild Redundancy Data 
Format Drive 
Make Drive Online 
[SCSI Property] 


図 82. SCSI Property 


ここで 「SCSI ド「(^6け乂」を選択すると、次の画面が表示されます。 



Physical Drive 

SCSI Properties 


Controller 1,Channel 0, TargetID 2 

Bus 

Speed (MHz) : 

80 

Tag 

Queuing : 

16 

Bus 

Width (8=Narrow, 

16=Wide) : 16 


1 [Ok] 1 

1 Cancel 1 


図 83. SCSI Property 確認/変更 
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A- ドディスクの設定方法をじ(下に示します。 


• Bus Speed 

初期値は、「80」になっています。 SCSI バスの転送周波数 (MHz) を設をします。 

• Tag Queuing 

初期値は、「16」になっています。コマンド车ューイングの数を設定します。 

• Bus Width 

初期値は、「16」になっています。データバス幅を設ちします。 


設をに間題がない場合は、 [Yes] を選択します。 

設定を変更した場合はじ(下のようなメッセージを表示します。 



Save Changes? 

Controller 0, Channel 0, Target 0 

Modifications have been made to the parameters 
pertaining to this physical device. Would you like 
to save the changes? 


[Yes I [ [No] I 


図 84 . 変更指示 


変更を有効に する 場合は、 [Yes] を選択します。 
変更を無効にする場合は、 [No] を選択します。 
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9 デパイスの再巧索 

〜 R 目 scan for New Devic 目 s 〜 

コント□ーラと八ードディスクのス羊ヤンを行います。 

八ードディスクを追力□した場合、故障した八ードディスクをを換した場合に実行してください。 


Conrigure RAID Drive 

View or Modifv Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

[Rescan tor New Devices] 


Advanced Options 


図 85. Rescan for New Devices 


ここで 「Rescan for New Devices」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Notice 

Scanning Controller 0, Channel 0, Target ID 1... 

I [Cancell i 


図 86. Rescan 動作中 
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10 追加オプション 

〜 Advanced Options 〜 

本章では、主にフ□、ソピーディスクにアクセスする操作について説明します。 

「Advanced Options」 を選択します。 

Confiaure RAID Drive 

View or Modify Controller Configuration 
Perform Administration on ... 

Rescan for New Devices 

Advanced Options 

図 8 ス Advanced Options 


ファイル名について： 

• 入力したファイルをと同じを前のファイルがすでに存在する場合、データは上書きされますの 
で、ごを意ください。 

• 「10.2章 Backup Configuration」、 「10.4章 Print Configuration」 の名'操作では、必ず異なる 
ファイルをを入力してください。 

• 操作を行った日付をファイルをにすることをお勤めします。同ーシステムじコント□ーラを複 
数枚実装する場合、対象のフ□、ソピーディスクをコント□ーラごとに変えるか、ファイルをじ 
コント□ーラの識別を入れてください。 

• く Back Space> 羊一で、前の文字を消去する編集のみできます。 
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10.1 Update Flash Code 


コント□-ラの円 ash をアップデートします。 「Flash のアップデート」とはコント□-ラのファーム 
ウェアや目 IOS のアップデートのことを指し、通常は実施しません。 

図87の画面で 「Advanced Options」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Uodate Flash Coae 
Backup Conriguration 
Restore Configuration 
Print Conriguration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 

図 88. Update Flash Code 


ここで 「Update 円 ash Code」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Please insert 
configuration 
reside in the 

Update Flash Code 

Controller 0 

a diskette and type in the 
filename (the file must 
root directory): 

|a ：\ 


1 


1 

[Ok] 1 1 Cancel | 


図 89 . ファイル名入力 


コント□-ラの Flash をアップデートする方法を U 下に示します。 


I 円 ash のデータを格納したフ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに入れ、 

ファイル名を入力する。 

^ く Tab > キーを使用し、力ーソルを [ Ok ] に移動させ、く Enter > キーを巧す。中止したい 
場合は！: Cancel ] を選択し、く Enter 〉 キー巧す。 


• 指定:したファイルの内容が表示されます。 . ① 

• すべてのコント□ーラの円 ash の内容を表示します。 . ② 

• アップデートの対象には/■巧が表示されます。 . ③ 


• 反転表示の状態で <Ente「> 羊一を押すごとに、 aA 巧が表示/非表示に変わります。 

• <Tab> キーにより下方に力ーソルを移動させて [0K] を選択します。 [Cancel] を選択すると 
処理を中断します。 
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② 

図 90. コント□ーラ選択 


〇 最終確認メツセージび出た5、 [ Yes ] または [ No ] を選択する。 

[Yes] を選択すると、円 ash の upda おを実行します。 

[No] を選択すると、処理は中断されます。 

Warning 

Flash Code Update 

The flash process can not be interrupted. Keyboard 
input will be disabled during this process. Are you 
sure you want to continue with this process? 


[Yes I [ [No]] 


図 91.Flash 開始指示 








































次の画面が表示され、円 ash を実行します。完了するまで数十秒かかります。 


Flash Process Status 


Controller 

No. Model Status 


0 AcceleRAID xxx Flashing... 


図 92. 円 ash 実行中 


4 処理び正常に終了した！5、 [ Ok ] を選択する。 


Flash Process Status 


Controller 

No. Model Status 


0 AcceleRAID xxx Flashing done. 


[[Ok] I 


図 93. 円 ash 完了 


コント□ーラの選択メニューに戻ります。 
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10.2 Backup Configuration 


コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクじバックアップします。 

バックアップデータは誤ってコンフィグレーションを変更してしまった場合や、コント□ーラを巧 
換する場合に必要になります。 

新規にコンフィグレーションを行った、あるいはコンフィグレーションの設定変更を行った際は必 
ず本機能を使用してコンフィグレーション情報のバックアップを行ってください。 


因 


• すべての八ードディスクのステータスび online または spare であることを確認してか!5、バッ 
クアップを行ってください。 

• back 呂 round 動作（リビルド、イニシャライズ 、 consistency check 、 フオー マット）を 
行っていないことを確認してか5バックアップを行ってください。 


図87の画面で 「Advanced Options」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Code 
Backup Configuration 
Restore Configuration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 94. Backup Configuration 


ここで 「Backup Configuration」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Backup Configuration 
Controller 0 

Please insert a diskette and type in the 
configuration filename (the file must 
reside in the root directory): 

区： \ 


[I Ok] I [ Cancel i 


図 95 . ファイルを入力 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに入れて、ファイルをを入力します。 

カーソルを下部に移動し、 [Ok] を選択すると動作を開始します。 

に ancel] を選択すると処理を中断します。 
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10.3 Restore Configuration 


w 前バックアップしたコンフィグレーションをリストアします。 

図87の画面で 「Advanced Options」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Coae 
Backup Conriguration 
Restore Conf lagtration 
Print Conriguration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 9b. Restore Configuration 


ここで 「Update 円 ash Code」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Restore Configuration 
Controller 0 

Please insert a diskette and type in the 
configuration rilename (the file must 
reside in the root directory): 

[a ：\ 


[I Ok] I [ Cancel l 


図 9 スファイル名入力 


じ(前バックアップしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじ入れて、ファイルをを 
入力します。カーソルを下部に移動し、 [Ok] を選択すると動作を開始します。 

に ancel] を選択すると処理を中断します。 
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10.4 Print Configuration 


現在のコンフィグレーションを読み化し、フ□、ソピーディスクにファイルとして格納します 。デー 
夕はテキスト形式です。 

図87の画面で 「Advanced Options」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Coae 
BackuD Configuration 
Restore Configuration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 98. Print Configuration 


7 フ □ ッピーディスクをフ □ ッピーディスクドライブに入れて、ファイル名を入力する。 
之 カーソルを下部に移動し、 [ Ok ] を選択する。 

動作を開始します。 [Cancel] を選択すると処理を中断します。 


Print Conriguration 
Controller 0 

Please insert a diskette and type in the 
configuration filename (the £ile must 
reside in the root directory): 


も.. \ 


[I Ok] I [ Cancel l 


図 99 . ファイルを入力 
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10.5 Clear Configuration 


コンフイグレーシヨン（パック、 Logical Drive) をクリアします。 

図87の画面で 「Advanced Options」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Update Flash Coae 
Backup Conriguration 
Restore Configuration 
Print Conriguration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


図 100. Clear Configuration 


ここで 「Clear Configuration」 を選択すると、次の画面が表示されます。 


Warning 

Clear Configuration 
Controller 0 

Clearing the controller configuration will erase all 
RAID configuration. Are you sure you want to do this? 


[Yes I [ [No] I 


図 101.Clear Configuration 開始指示 


[Yes] を選択するとクリアを実行します。 [No] を選択すると処理を中断します。 


1 0.6 Clustering 


本メニユーはホサポートです。 


1 0.7 Host ID Change 


本メニューは未サポートです。 
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10.8 Background Tasks 


リビルド、イニシャライズ 、 consistency check 、 フォーマットは background で動作していま 
す。 

background 動作を実行している場合は(①参照)のような表示が化ています。 

なお、 backgroundB ] 作中は 、 「Configure RAID Drive」、「Perform Administration on ..」 のメ 
ニューに入ることはできません。 


Mylex RAID EzAssist x.xx-xx 


Controller 0 : AcceleRAID 


c, FW Vx. 


Welcome to RAID EzAssist. 
Mylex Disk Array Controller 


Pie; 

Con: 

Co] 

No 


Configure RAID Drive 

View or Modify Controller Configuration 
Conf 


Per 

Res 


Adv 


0 Acce 

XX 


Update Flash Code 
Backup Configuration 
Restore Configuration 
Print Configuration 
Clear Configuration 
Clustering 
HostID Change 
Background Tasks 


rmware 

rsion 


Arrows,Tab=SELECT ; PgUp/PgDn=SCROLL ; Enter=ACCEPT;ESC=PREV 


There are background tasks running 


①一 


図102 . Background 動作中 


Background Tasks 
Controller 0 

Select the task desired to be canceled (Physical drive formatting cannot 
be canceled) : 


Device Name Capacity(GB) Status Completed 


Logical Drive 0 

1.1 己 6 Initializing 

59 

Logical Drive 1 

1.12 己 Initializing 

49 


[[Refresh] ] fcancel Task I 


図 103. Background Task 進行状況確認 

上記は Logical Drive 0、 1 がイニシャライズしている例です。 completed の列は進行状況をパー 
センテージで表しています。進行状況の表示は [ Refresh ] を選択し、く Erite 「> 羊一を押すことによ 
り更新されます 。 [Cancel Task ] を選択すると、 background 動作を中断します。 
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11 RAID EzAssist の終了 


< Es に丰一を数回押すと、次のようなメッセージが表示されます。 


Warning 

You are about to exit RAID EzAssist. Are you sure you 
want to exit? 


[Yes I [ [No] I 


図 104 . 終了確認 


RAID EzAsstet を終了させる場合は、 [ Yes ] を選択します。 [ No ] を選択すると前の表示に戻りま 
す。 


しばらくすると 、 RAID EzAssist が終了します。 

RAID EzAssist が終了したら、システムの電源を 0 FR こするか、 [ Ok ] を選択してシステムをリブー 
卜させてください。 

System Restart 

System can now be powered orf, select OK to reboot.. 


[[Ok]] 


図 105 . 電源 OFF/ リブート 
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